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流線 で話題 船客路航島大一画）一
伊だんよを型

流
線
型
客
船

の
登
場

伊
耳
七
島
航
路
の
東
海
汽
晴
は
、
こ
の
十

一
月
に

創
立
百
年
を
迎
え
た
。
東
海
汽
崎
の
前
身

「東
京
湾

汽
船
」
が
設
立
さ
れ
た
の
は

一
八
八
九

（明
治
二
十

二
）
年
十

一
月
。
日
本
郵
砧
、
大
阪
商
船
三
井
情
舶

と
並
ぶ
わ
が
国
屈
指
の

！老
舗
晴
会
社
で
あ
る
。

そ
の

一
世
紀
に
わ
た
る
歩
み
の
中
で
、
乗
客
に
最

も
規
し
ま
れ
た
晴
は
と
言
え
ば
、
流
線
型
で
知
ら
れ

た
伊
豆
大
島
航
路
の
各
晴

「橋
丸
」
だ
ろ
う
。

大
島
航
略
は
、
昭
和
に
は
い
っ
て
観
光
化
が
進
ん

だ
。
こ
の
時
期
、
明
治
以
来
の
小
型
ス
チ
ー
ム
皆
一客

船
に
代
わ
っ
て
、
レ
ジ
ャ
ー
色
の
濃
い
優
秀
デ
ィ
ー

ゼ
ル
客
い

↓菊
丸
」
↓葵
丸
」
が
二
麦
神
戸
造
晴
所
で

建
造
さ
れ
、
大
島
航
降
に
就
航
し
た
。
そ
の
結
果

一

九
二
四

⌒昭
和
九
）
年
に
は
、
乍
間
利
用
客
が
二
十

万
人
を
超
え
た
。
こ
れ
は
、
今
日
の
東
京
～
大
島
航

路
の
旅
客
数
に
匹
敵
す
る
数
十
だ
．

「橘
丸
」
は
、
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
大
烏
航

路
レ
ジ
ャ
ー
客
い
の
決
定
版
と
し
て

一
九
二
五

（昭

和
―
）
年
二
月
に
三
菱
神
戸
造
船
所
で
生
成
．
翌
月

か
ら
、
東
京
～
大
島
～
下
田
問
に
投
入
さ
れ
た
。

大
き
さ
は
、
「菊
丸
」
「葵
丸
」
の
二
倍
の
千
七
百

八
十
総
ト
ン
。
最
高
卜
八
ノ
ッ
ト
の
快
速
は
、
そ
れ

ま
で
五
時
間
半
を
要
し
た
東
京
～
人
島
間
を
三
時
間

半
に
短
縮
で
き
た
。
公
雪
に
は
、
思
い
切
リ
モ
ダ
ン

な
装
飾
が
施
さ
れ
た
が
、
彼
女
の
名
を
有
名
に
し
た



の
は
、
そ
の
流
線
型
の
外
形
デ
ザ
イ
ン
だ
。

″東
京
湾
汽
船
の
遊
覧
船
隊
に
、
ま
た
新
し
き

一

つ
の
光
輝
が
加
は
り
ま
し
た
。
そ
の
形
も
麗
は
し
き

流
線
型
。
す
べ
て
の
点
で
素
晴
し
い
設
備
を
整
え
た

名
実
共
に
世
界
に
冠
た
る
モ
ダ
ー
ン
・
シ
ッ
プ
。
橘

丸
が
そ
れ
で
あ
り
ま
す
…
…
″
。

こ
れ
は
竣
工
記
念
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
冒
頭
の
文
句

だ
が
、
こ
れ
を
見
る
と
彼
女
の
流
線
型
は
、
機
能
ｉ

の
効
果
よ
り
も
む
し
ろ
、
営
業
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
考

え
て
採
用
し
た
フ
シ
が
あ
る
。
設
計
に
あ
た
っ
た
南

波
松
太
郎
博
士
に
よ
る
と
、
こ
の
着
想
は
、
当
初
の

設
計
に
は
な
く
、
工
事
半
ば
に
決
ま
っ
た
も
の
ら
し

い
。
し
た
が
っ
て
全
船
完
全
に
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
ず
、
最
も
目
立
つ
船
橋
の
周
辺
と
煙
突
な
ど
を
流

線
型
に
し
た
と
い
う
。

長
江
中
流

の
都
陽
湖

に
沈
む

彼
女
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
二
年
後
に
日
華
事
変
が
勃

発
し
た
。
迫
り
く
る
戦
雲
は
、
平
和
な
島
が
よ
い
の

船
を
、
厳
し
い
軍
務
の
世
界
に
引
き
ず
り
こ
ん
だ
。

一
九
二
八

（昭
和
十
二
）
年
六
月
、
彼
女
は
海
軍

特
設
病
院
船
と
し
て
徴
用
さ
れ
た
。
煙
突
と
舷
側
に

赤
十
字
を
付
け
た
彼
女
は
、
翌
七
月
、
東
シ
ナ
海
を

越
え
て
長
江

（揚
子
江
）
に
入
り
、
九
江
で
傷
病
兵

を
収
容
し
た
。
東
京
湾
の
箱
入
り
娘
に
と
っ
て
、
最

初
の
外
地
へ
の
航
海
だ
っ
た
。

だ
が
、
こ
の
大
陸
行
は
、
彼
女
に
は
全
く
ツ
イ
て

い
な
い
航
海
と
な
っ
た
。
日
本
を
出
て
ひ
と
月
た
つ

か
た
た
な
い
う
ち
に
、
長
江
中
流
の
部
陽
湖

（ポ
ー

ヤ
ン
こ
）
で
、
空
爆
を
受
け
沈
ん
で
し
ま
う
。

単
発
複
業
の
米
カ
ー
テ
ス
・
ホ
ー
ク
型
戦
闘
爆
掌

機
か
ら
の
至
近
弾
が
、
左
舷
に
大
穴
を
あ
け
た
。
青

木
吉
蔵
船
長
は
、
彼
女
を
浅
瀬
に
掴
座
さ
せ
よ
う
と

し
た
が
、
浸
水
が
ひ
ど
く
、
水
深
六
メ
ー
ト
ル
の
湖

に
横
転
し
た
の
で
あ
る
。

一
カ
月
後
、
彼
女
は
引
き
揚
げ
ら
れ
、
誕
生
地
の

三
菱
神
戸
造
船
所
で
元
の
姿
Ｌ
戻
っ
た
。

戦
争
た
け
な
わ
の
一
九
四
三

（昭
和
十
八
）
年
〓

月
、
彼
女
は
今
度
は
陸
軍
輸
送
船
と
な
り
、
宇
品
～
シ

ン
ガ
ボ
ー
ル
間
を
往
復
。
そ
の
間
、
自
由
イ
ン
ド
仮

政
府
首
相
の
チ
ャ
ン
ド
ラ

・
ボ
ー
ス
が
、
東
京
で
開

催
さ
れ
た
大
東
亜
会
議
に
出
席
の
た
め
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
か
ら
、
閣
僚
と
と
も
に
乗
船
し
て
い
る
。

同
年
十
月
、
彼
女
は
再
び
海
軍
特
設
病
院
船
に
徴

用
さ
れ
、
南
方
水
域
に
赴
い
た
。
そ
し
て
、
終
戦
間

際
、
国
際
法
違
反
で
米
艦
に
事
捕
さ
れ
る
と
い
う
不

祥
事
の
舞
台
と
な
っ
た
。
世
に
い
う

「橘
丸
事
件
」

で
あ
る
。

偽
装
病
院
船
事
件

に
巻
き
込
ま
れ
る

終
戦
直
前
の
四
五

（昭
和
二
十
）
年
八
月
二
日
、

輸
送
船
に
こ
と
欠
い
た
日
本
陸
軍
は
、
病
院
船
の
彼

女
に
自
衣
を
着
せ
た
将
兵
と
軍
需
品
を
乗
せ
、
ア
ラ

フ
ラ
海
の
カ
イ
島
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ヘ
向
か
わ
せ

た
。
と
こ
ろ
が
、
バ
ン
ダ
海
で
米
海
軍
の
駆
逐
艦
二

隻
の
臨
校
を
受
け
、
こ
と
が
露
見
、
拿
捕
さ
れ
た
。

こ
れ
が

「稿
丸
事
件
」
の
あ
ら
ま
し
だ
。

制
海
権
、
制
空
権
を
失

っ
た
日
本
軍
が
、
国
際
法

違
反
を
承
知
で
や
っ
た
末
期
的
な
行
動
だ
っ
た
。

こ
の
事
件
で
、
広
島
第
五
師
団
隷
下
の
将
兵
千
五

百
六
十
二
人
が
捕
虜
に
な
り
、
師
団
長
と
師
団
参
謀

長
は
、
責
任
を
と
っ
て
白
決
し
た
。
ま
た

「橘
丸
」

は
、
マ
〓
フ
に
回
航
さ
れ
、
リ
ン
ガ
エ
ン
で
終
戦
を

迎
え
た
。
そ
の
際
、
乗
組
員
全
員
は
モ
ン
テ
ン
ル
パ

に
収
容
さ
れ
た
が
、
取
り
調
べ
の
結
果
無
罪
と
な
っ

た
。
だ
が
そ
の
後
、
安
田
喜
四
郎
船
長
の
み
国
際
法

違
反
に
問
わ
れ
、
特
殊
戦
犯
と
し
て
二
年
ニ
カ
月
間

巣
鳴
プ
リ
ズ
ン
に
投
獄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
戦
後
の

「橘
丸
」
は
、
ウ
エ
ー
ク
島
か
ら

海
軍
の
栄
養
失
調
患
者
千
人
を
故
国
へ
連
ん
だ
の
を

度
切
り
に
、
中
国
、
台
湾
か
ら
の
引
揚
者
の
輸
送
に

従
事
。　
一
九
五
〇

（昭
和
二
十
五
）
年
四
月
に
や
っ

と
、
な
つ
か
し
の
大
島
航
路
に
カ
ム
バ
ッ
ク
し
た
。

以
後
二
十
三
年
、
「東
京
湾
の
女
王
」
と
し
て
の
平

和
な
航
海
が
続
い
た
。

一
九
七
二

（昭
和
四
十
七
）
年
十
二
月
二
十
五
日

午
後
二
時
発
の
大
島
便
が
、
彼
女
の
大
島
航
路
定
期

客
船
と
し
て
の
最
後
の
航
海
と
な
っ
た
。
翌

一
月
七

日
に
引
退
、
代
船

「
さ
る
び
あ
丸
」
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
し
た
後
、
兵
庫
県
赤
穂
で
解
体
さ
れ
た
。

（山
田
　
迪
生
）


